
高等部３学年

題材名：色分けと３までの数

＜材料＞

①バスケットゴール（４つ）②４色のカード③４色カラーボール④

切ったペットボトル

＜使い方＞

①４色に分かれたカードが貼られているバスケットゴールに同じ色の

ボールを入れる。

②ペットボトルに入った数を数える（３個まで）

③ペットボトルに入った個数と同じ数字を黒板に記入

<この教材で伸ばしたい力>

・４色の色の違い、３までの数字を理解する。

＜使う時のポイント＞

①発達段階に応じて、ペットボトルに入った３までの個数を数えるよ

うにする。

〈指導領域・教科等〉

・自立活動　・身体の動き→手指の操作性、巧緻性

題材名：友達と話そう！

＜材料＞

 ・プリント

＜使い方＞

①質問事項に記入。②友達とジャンケンし、自己紹介をして

いく。友達と共通点が見つかれば○を書き、タテ・ヨコ・ナ

ナメのビンゴを作る。

<この教材で伸ばしたい力>

・話をする、聞く、表情等、コミュニケーションのポイント

をゲームを通して学ぶ。

＜使う時のポイント＞

・事前にコミュニケーションを取る際のポイントを確認させ

る。

〈指導領域・教科等〉

・自立活動・コミュニケーション

題材名：思いや考えを伝え合おう。

＜材料＞

・A4用紙・ラミネート紙

＜使い方＞

①「SOS」カード：先生や友達にアドバイスをもらうことができる。

②「３分間静かに」カード：カードをもらった人は３分間人の話を聞

くことに徹する。

③お助けカード：カードをもらった人は、このカードを出した人に対

してアドバイスをすることができる。

<この教材で伸ばしたい力>

・自分から助けを求めることができる力

・人の話を聞く力

・他人を助けようとする思いやり

＜使う時のポイント＞

・回数制限を設ける。

・どのタイミングで出せば良いか自分で考えられるようにするため。

〈指導領域・教科等〉

・自立活動（コミュニケーション）



高等部３学年 - 2

題材名：ボールペンの組み立て・解体

＜材料＞

・ボールペン　・トレイ（５枚）

＜使い方＞

①解体したボールペンを、写真付きトレイに見合った部

品を置いて並べる（解体）

②解体された部品を、ひとつひとつ手に取って組み立て

る。（組み立て）

<この教材で伸ばしたい力>

・整理する力　・順番を守る力　・ある程度の指示理解

＜使う時のポイント＞

・手に取った部品と写真を良く見比べて、正解に導く。

〈指導領域・教科等〉

・自立活動

題材名：手指腕の操作性を上げよう

＜材料＞

・紙粘土　・クリップ　・磁石　・棒　・ひも

＜使い方＞

①色やイラスト有無を伝える②指示された札を吊り上げ

る。

＜ポイント＞

・立ったり、座ったり、ヒモ長さを変えることで生徒に

合わせた難易度に設定できる。

<この教材で伸ばしたい力>

・手指腕の操作性　・色や形の認知

〈指導領域・教科等〉

・自立活動

題材名：具体物とのマッチング

＜材料＞

・木・100均のドーナツ・印刷物・マジックテープ

＜使い方＞

・後ろの壁に写真を貼りマッチング（逆も可）

＜ポイント＞

・後ろの写真を工夫することで様々なマッチングをする

ことができる。また、見るだけで活動内容が分かりやす

くなっている。

<この教材で伸ばしたい力>

・具体物・数詞・数字の関係を身に付ける。

〈指導領域・教科等〉

・数学



高等部３学年 - 3

題材名：割り算の意味

＜材料＞

・あめ玉の模型

・10個ずつまとめて個数のバリエーションにすぐに対応できるよう

にしている。

＜使い方＞

・割られる数を教員が決め、適当な割る数分のカップを準備して均

等に分ける。その後、プリントに立式して割り算の意味を理解させ

る。

<この教材で伸ばしたい力>

・演算方法の理解ではなく、割り算の意味を知ることで日常生活に

活かすことができる。

＜使う時のポイント＞

・割られる数が分からずにすぐに均等に一つずつカップに入れてし

まうと立式できずに全体の意味理解があいまいになってしまうの

で、全体の数を数えてから分けること。

〈指導領域・教科等〉

・数学

題材名：指先を上手に使おう

＜材料＞

・木の板・ハチマキ

＜使い方＞

・木の板の穴にハチマキを通して、ハチマキをリボン結

びする。繰り返し行う。

<この教材で伸ばしたい力>

・細い穴にハチマキを通したり、結んだり、解いたりと

手先を上手に使えるようにする。また、指示通りに手先

を動かせるようになる。

＜使う時のポイント＞

・事前に結び方の練習をする。

〈指導領域・教科等〉

・自立活動　・身体の動き→手指の操作性

題材名：電話注文ヒントカード

＜材料＞

・プリント

＜使い方＞

・教員が店員役、生徒が客として参加。予めヒントカー

ドに伝えたい内容をメモして電話体験をする。言葉使

い、声の大きさ、早さ等、体験している生徒の評価を皆

で行う。

＜ポイント＞

・生徒の興味関心がもてるメニュー表を用意する。

<この教材で伸ばしたい力>

・話を聞き取る力・相手に分かりやすく伝える力

〈指導領域・教科等〉

・自立活動・コミュニケーション



高等部３学年 - 4

題材名：グループ分けとマッチング

＜材料＞

・絵カードと文字カード

＜使い方＞

・乗り物・お菓子・動物・野菜の４つのグループのカード群

になっているので、実態に合わせて、文字と絵のマッチング

を行ったり、さらにグループごとに分類したりといった学習

に使用する。

<この教材で伸ばしたい力>

・ひらがなを読む力・語彙力・同じ種類に分類する力

＜使う時のポイント＞

・文字だけでなく絵を使うことでグループ分けをする際にヒ

ントになる。

〈指導領域・教科等〉

・国語

題材名：職場の会話を経験してみよう！

＜材料＞

・プリント

＜使い方＞

・職場での敬語を用いた会話を考え、それに沿ってロー

ルプレイングを行う。

<この教材で伸ばしたい力>

・職場での敬語の使い方に慣れる。

＜使う時のポイント＞

・職場の緊張感を感じるようなロールプレイングを行

う。敬語の重要性を理解した上で行う。

〈指導領域・教科等〉

・国語

題材名：数の学習

＜材料＞

・数字と●のマグネット

＜使い方＞

①【数唱】黒板に貼られた数字を見ながら数唱する。

②【数字の穴埋め】数字を並べる。所々数字を抜き、空いている数字を答え

る。

③【足し算】マグネットを用いて計算式を作る。数字と●の数を合わせる。●

の数を合計して、和を導き出す。

＜ポイント＞

・黒板に貼って行うことで、全員で共有できる。

・文字を書けない生徒に対して、有効である。

・視覚的に分かりやすい。

<この教材で伸ばしたい力>

・数字と簡単な足し算の理解を促す。

〈指導領域・教科等〉

・数学



高等部３学年 - 5

題材名：文章を読もう

＜材料＞

・プリント

＜使い方＞

・文章を読んでから問題を解く。

<この教材で伸ばしたい力>

・文章を読む力と内容を理解して解く力。

＜使う時のポイント＞

・全員で文章を読んでクイズ形式で問題を解く。

〈指導領域・教科等〉

・国語

題材名：模様のマッチング

＜材料＞

・くつした・洗濯バサミ

＜使い方＞

・模様を見て、同じ模様でまとめる。

<この教材で伸ばしたい力>

・見る力。・つまむ力。

＜使う時のポイント＞

・向きも揃えよう。

〈指導領域・教科等〉

・自立活動

題材名：マトリックス図を使って数字を覚えよう！

＜材料＞

・マトリックス図

＜使い方＞

・一枚づつ数字や具体物を渡し、当てはめる

＜ポイント＞

・数字と具体物、数字と指の形がマッチするようにする

<この教材で伸ばしたい力>

・数字の概念を理解し、数字を表す指の形が伝わるよう

力を伸ばして欲しい

〈指導領域・教科等〉

・数学


